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運動機能を運動神経と筋肉に分離して評価する試み

神経筋チャート

あなたの伸びしろは？
神経？筋肉？

何に効いているの？
神経？筋肉？

神経筋チャートに基づいた
個人の神経筋特性の定量化とそれに基づいた
テイラーメード型の運動や食事の提案
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高校サッカー選手の
神経筋特性を評価

Yoshimura, Watanabe et al. IJSPP2022
Watanabe et al. J Geront A Biol Sci 2019

高齢者：魚肉タンパク摂取が
筋肥大を選択的に惹起

Watanabe et al. Physiol Rep 2020

高齢者：乳脂肪球膜の摂取が
神経活動の変化を早期に惹起

「高密度表面筋電図法」を用いた運動神経活動の評価
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High density surface electromyography: Motor unit identification and calculation of firing rate

Ultrasonography: Measurements of muscle thickness
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「超音波画像法」を用いた筋肉量の評価

➢ “研究ニーズ”での評価方法

Watanabe et al. Exp Brain Res 2022

研究実績事例
食品とトレーニングの併用が

神経or筋肉のどちらに効くのか？

研究実績事例
あなたは神経or筋肉の

どちらが優れているのか？
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高齢者の
神経筋特性を評価

Watanabe et al. Eur Rev Aging Physical Activity 2018

～何が新しいのか～

・最大筋力などの運動機能はエンジンとなる筋肉と、それをコントロールする運動神経によって決定される
・筋肉の量は医用画像技術などで定量評価が可能だが、運動神経の活動は定量評価が難しいとされてきた
・我々の研究室では、工学分野で発展してきた技術を応用し、運動神経の活動を定量評価することに成功した
・筋肉に関する測定との併用により、神経と筋の要因を分離して評価することができる

～何ができるのか～ ～どう測るのか～

運動神経の機能を非侵襲的に評価
これまで間接的に測定されてきた部分を

定量的に評価できる点が特徴

評価できる運動神経の機能
• 運動神経の興奮性の高さ／運動神経の興奮性のパターン
ともにトレーニング、加齢、不活動で変化

中京大学 スポーツ科学部

渡邊航平研究室

➢ “現場ニーズ”での評価方法 [課題]

“研究ニーズ”での評価方法は、これまで評価が難
しかった運動神経を定量評価できる反面、特殊な
装置が必要であるため、簡易的な方法での神経筋
特性の評価についても検討中

• 体力測定を用いた神経筋特性の推定
Hirono, Watanabe et al. Eur J Appl Physiol 2024

若齢者133名を対象に一般的な体力測定と神経筋特
性との関連を検討し、一部の体力測定種目で運動神
経の機能を推定できる可能性を示した

• 単純動作時の筋電図と
運動学的データによる神経筋特性の推定

椅子立ち上がり動作など単純な動作を用いて現場で
も使用可能な古典的な測定方法を組み合わせ、“研
究ニーズ”の結果をリファレンスにしたアルゴリズ
ム作成を実施し、高精度での推定に成功した

渡邊ほか 特許出願準備中

運動神経の“数”を測定する新たな取り組み

運
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神
経
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数

年齢（歳）0 40 80
Faulkner et. al. Clin Exp Pharmacol Physiol 2007

• 加齢にともなう運動神経の減少を測定する方法の確立

• 健常者における運動神経数データベースの作成

「使って残そう運動神経」プロジェクト 進行中！！
科研費・基盤研究B（2024-2027）

中京大・渡邊／竹田／吉子、長寿研・赤津先生（老年学）、京都府立医大・能登先生（神経内科学）

• 運動神経の“数”を残すための運動や食事の探索
Laboratory of  Neuromuscular Biomechanics
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